
 

 

 

 

 

 青葉が美しく映え、木々を吹き抜ける

風もさわやかに感じられる季節となりま

した。新年度が始まり、約３週間が過ぎ

ました。子どもたちの様子から、新しい

教室、新しい友だちや先生にも慣れてき

た頃かと思います。 

 さて、『ドラえもん』に登場するのび

太。ご存じのように何をやってもいいこ

とがありません。学校の勉強は嫌いだし、

犬にはかまれるし、挙句の果てには、買

ったばかりの漫画をジャイアンに取り上

げられます。でも、あんなに何度もつま

ずきながら、決してあきらめないのが、

のび太の良いところです。年に数回は、

「今の自分よりすこしはましになりた

い！」と、自ら机に向かって宿題をして、

ママを驚かせます。おそらく芯が強く、 

少し大げさかもしれませんが信念を持っ

ているのではないかと思います。 

年度の始まりである「春」という季節

は、夢や希望、憧れと相性がいいように

思います。子どもたちも一人一人が、新

たな目標を持ち新しい学びを続けていま

すが、その目標に向けて努力を続ける中

で、何度もつまずき、「だめかなあ～」

とか「もう無理かも」といった気持ちに

なることもあるかと思います。しかし、

そんな時こそ、あきらめずに、一歩ずつ

でも「前へ」、あるいは「上へ」と歩み

を続けてほしいと願っています。 

 『ドラえもん』の作者、藤子・Ｆ・不

二雄さんは、くるくると回る床屋の看板

を人に例えて、「上へ上へと夢を追いな

がら、実は同じ場所にいる。しまいには、 

 

 

 

 

その『夢』さえ忘れてしまう。そうじゃ

なくて、挫折したとしても明るく夢を見

続けるのび太のような『あきらめない人』

に共感してほしい」と述べています。 

和田小学校においても、子どもたち一

人一人が目標の達成、夢の実現に向けて、

あきらめずに歩み続けることができるよ

うに全力で子どもたちを支え続けていき

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちや私たち教職員の朝は「お

はよう」の言葉で始まります。大きな声

で挨拶をする子どもや、立ち止まりてい

ねいなお辞儀をして挨拶をする子どもが

いる一方で、決して大きな声ではありま

せんが、目を見て挨拶をする姿から、強

い思いが込められているなと感じる子ど

ももいます。 

 挨拶には、いくつかのメリット（効果）

があると言われています。それは、「気

持ちがよくなる（スッキリとする）」、

「笑顔になる機会が増える」ということ

です。挨拶をする時、人は無意識のうち

に笑顔を作ります。それにつられるよう

に、気持ちも前向きになることが多いの

ではないでしょうか。また、何よりも思

い立ったら今すぐに、簡単に始められる
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というところも挨拶の良さではないでし

ょうか。 

 私たちが交わす「おはよう」、「こん

にちは」、「さようなら」などの挨拶の

言葉は、その後の言葉が省略されている

とも言われています。本来は、「おはよ

う、ご機嫌いかがですか」、「さような

ら、明日も元気で会おうね」などで、言 

葉が短くなり、概して前の言葉だけが交 

わされるようになったのではないかとい

うことです。 

 挨拶をするだけでも多くのメリットが

ありますが、一言付け加えることで、相

手の心により強く気持ちを届けることが

できます。学校でもそのような挨拶を心

がけていきたいと思います。今後は、児

童会を中心に、子どもたちがボランティ

アでの「あいさつ運動」を展開すること

で、和田小学校全体に「あいさつの輪」

が広がることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年、学校における生活・学習指導の充

実や学習状況の改善などに生かすことを目

的として、子どもたちの学力・学習状況調

査が全国的に行われています。今年度につ

いても去る４月１８・２３日、６年生にお

いて実施しました。「確かな学力」は、子ど

もたちにとって、輝く未来を切り拓き、た

くましく生きるための大切な力であると考

え、和田小学校においても学力向上に向け

て学校全体で取り組んでいます。学力向上

において、大切なことの１つである「授業

づくり」では、子どもたち一人一人のよさ

を生かし、可能性を引き出し、伸ばすこと

を根底に据えています。そして、「学ぶ喜び

や、わかる楽しさが実感できる授業」、「子

どもたちが目を輝かせながら学ぶ、魅力あ

る授業」などを目標として、それらを実現

するための授業改善に取り組んでいます。 

 ４月２４日には、授業参観を行いました。

各教室で、生き生きと学ぶ子どもたちの姿

をご覧いただけたと思います。今後、私た

ち教員も授業研究会や授業実践を積み上

げ、語り合う機会を通して、子どもたちと

共に学び続けていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（水）児童集会 

 ３日（金）憲法記念日 

 ４日（土）みどりの日 

 ５日（日）こどもの日 

 ６日（月）休日 

 ７日（火）家庭訪問週間（～１０日） 

      １５時集団下校（～１０日）  

１３日（月）児童集会 

１４日（火）遠足、１５日（水）予備日 

１６日（木）自転車交通安全教室 

      委員会 

２１日（火）１・３・６年 校医検診 

２２日（水）児童集会 

２３日（木）クラブ活動 

３０日（木）１５時集団下校 

子どもたちと共に学び続ける 

５月の主な行事予定 

全国学力・学習状況調査 
挨拶運動（民生委員） 


